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9月 は

傷害事故 1件
賠償事故 0件
―安全管理委員会―

足 腰 を 鍛 え て 安 ′も 転 倒 防 止

行
政
に
更
な
る
支
援
を
要
請

代
表

理
事
等
が
職
務
執

行
状

況
を
報
告

９
月

２６
日
の
定
例
理
事
会
で
　
二
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
執
行
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
。
公
益
法
人
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
の
定
款
の
定
め

に
従

っ
た
も
の
で
す
。

Ｆ
栗
会
長
か
ら
は
　
８
月

２９
日
に
三
役
が
坂
口
光
治
西
東
京
市
長
を

訪
門
　
高
齢
者
施
策
を
担
う
当
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
更
な
る
支
援
を
要
請
し

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
澤
口
副
会
長
か
ら
は
研
修
　
社
会
奉
仕

活
動
　
安
全
対
策
　
情
報
収
集
等
に
百
一る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
　
ま
た
下
日
常
務
理
事
　
事
務
局
長
は
今
年
度
第
１
四
半
期
の
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の
運
営
要
綱

の

一
部
改
正
（文
言
整
理
）
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

二
　
「会
員
の
し
お
り
」
の
改
訂
版
に

つ
い
て
企
画
総
務
委
員
会
と
事
務
局
で

作
成
を
進
め
て
き
ま
し
た

天
〓
員

の
し
お
り
」
の
内
容
に

つ
い
て
解

説
部
分
を
中
心
に
再
点
検
し
ま
し

た
。　
１０
月
末
に
刊
行
、　
■
月
に
会

員
に
配
布
し
ま
す
。

〓
、
地
域
合
同
（防
犯
）パ
ト
ロ
ー
ル
が

１０
月

１６
日
（火
）
１３
時

∞
分
、
日

無
庁
舎
中
庭
に
集
合
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
ＳＣ
会
員

５０
名
を
目
指
し
て

お
り
　
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

四
、
代
表
理
事
　
業
務
執
行
理
事
の

職
務
執
行
状
況
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
（リ
ー
ド
参
照
）

五
、
地
域
班
長
会
議
を

Ｈ
月

５
日

（月
）
‐３
時

∞
分
か
ら
　
当
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。

（別
記
）。

六
、
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
１２
月
号

を
休
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
（他
の
配
布
物
は
あ
り
ま
す
）

七
、
８
月
１
日
　
２
日
に
実
施
し
た

会
員
接
遇
研
修
会
（自
転
車
関
係

者
）
の
欠
席
者
に
資
料
を
郵
送
　
ま

た
そ
の
際
欠
席
理
由
の
調
査
も
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
　
就
業
者
会

議
等
の
欠
席
者
に
対
し
て
も
同
様

の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

人
、
日
無
駅
踏
切
監
視
ポ
ラ
ン
テ
イ

ア
は

９
月

２‐
日
～

２８
日
の
平
曰

６
日
間
実
施
　
８３
名
（延
べ
３６
名
）

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

九
、
来
年

４
月
の
就
業
５
年
制
限
の

交
代
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
た

め
　
交
代
要
員
の
決
定
及
び
研
修

時
期
を
昨
年
よ
り
早
め
に
し
よ
う

と
検
討
し
て
い
ま
す
。

十
、
会
員
の
資
格
喪
失
に
つ
い
て

平
成

２３
年
度
分
の
会
費
未
納
者

“
名
を
退
会
扱
い
と
し
ま
し
た
。

（小
倉
　
典
子
）

新
組
織

解
説
④

会
員
の
就
業
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
委
員
会
で
す
。

職
掌
範
囲
は
多
岐
に
亘
り
、
次
の

５
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
業
対
策
部
会

就
業
５
年
制
限
　
就
業
者
会
議

な
ど
適
正
就
業
に
関
す
る
こ
と

就
業
対
策
及
び
推
進
に
関
す
る
こ

と
　
就
業
相
談
等
が
主
な
仕
事
で

す
。
ま
た
市
民
ま
つ
り
の
推
進
も

こ
の
部
会
に
含
ま
れ
ま
す
。

事
業
開
拓
部
会

会
員

の
知
識
経
験
を
生
か
し

て
　
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
受
注
体
制
を
確
立
　
新
た
な

就
業
の
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

生
活
支
援
事
業
部
会

他
の
ＳＣ
に
比
較
し
て
ま
だ
未
開

拓
な
生
活
支
援
事
業
を
積
極
的
に

推
進
す
べ
く
　
女
性
部
会
で
の
家

事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
基
に
新
た
に

事
業
を
立
ち
上
げ
る
部
会
で
す
。

女
性
部
会

女
性
会
員
の
知
識
と
経
験
を
生

か
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
リ
フ
オ

ー
ム
　
女
性
工
房
で
は
エ
コ
プ
ラ

ザ
を
中
心
に
展
示
販
売
も
行
な

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年

１０
月
開
催

の
市
民
文
化
祭
で
は

ＳＣ
の
Ｐ

Ｒ

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

独
自
事
業
部
会

エ
コ
プ
ラ
ザ
活
用
の
家
具
リ
サ

イ
ク
ル
　
学
習
　
パ
ソ
コ
ン
等
各

種
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
硬
軟
　
職
群
　
職

種
が
幅
広
く
混
在
し
て
い
ま
す
．
将

来
的
に
は
再
編
成
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

（次
回
は
安
全
管
理
委
員
会
で
す
）

ご
み
ゼ
ロ
運
動

９
月
２９
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の

ご
み
ゼ

ロ
運
動
に
ＳＣ
会
員
も
参
加
．

多
く
の
会
員
の
協
力
で
ご
み
集
積
場

の
力
．コ
の
中
は
い
っ
ば
い
て
し
た
。

地
域
の
美
化
運
動
に
参
加
さ
れ
た
会

員
は
”
人
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
委
員
会
）

第2回 地域班長会議

日 時 :11月 5日 (月 )午後 1時 30分より
会 場 :セ ンター事業運営室
議   題 :

1「会員のしおり,について
2 地域班の活動について(代表班の発表)
3 その他 (質疑応答 意見交ω

(企画総務委員会 )

地 域 班 会 議
8月 から 10月 初旬にかけて、各地域で班会議が

開催されました。

写真は 10月 7日 に行われた住吉町班の会議 l■l

景です。

この日は下栗会長も招かれて出席され センタ
ーの現状と適正7‐t業についてお話をされました。

出席した会員の皆さんからは、日頃思つている

ことや悩んでいることなどが話し合われ 活発な
会議となりました。

自
転
車
関
係
就
業
者

リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催

９
月
２．
日
午
後
　
白
転
車
関
係
職

場

の
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
行

い
ま
し

た
。
出
席
者
は
合
計

３２
名
で
　
う
ち

リ
ー
ダ
ー
は
放
置
自
転
車
整
理
指
導

１０
拠
点
　
自
転
車
３
保
管
所
と
２
駐

輪
場
の
１７
名
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
下
栗
会
長
以
下

三
役
と
担
当
理
事
　
事
業
推
進
委
員

会
及
び
事
務
局
か
ら

１５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

テ
ー

マ
は
「
よ
り
良

い
就
業
環
覚

の
構
築
の
た
め
に
」。

市
民
対
応
の
難
し
さ
　
就
業

マ
ニ

ュ
ア
ル
に
な
い
事
態
が
発
生
し
た
時

の
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ

を
含
め
大
い
に
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
就
業
者
　
事
務
局
　
担
当

理
事
の
間
で
情
報
を
共
有
し
　
よ
り

良
い
就
業
環
境
を
維
持
し
よ
う
と
確

認
し
合

い
、
有
意
義
な
会
議
を
終
え

ま
し
た
。

一
ｉ
栗
稚
贅
奎
会
目
《
〓
　
ユ雙
姜
喜
烈
本
部
Ｘ
３

平成 24年 9月の役員・事務局活動状況

Ю
月
％
曰
（木
）
１３
時
半
か
ら

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

※

予
約
制

ご
希
望
の
方
は
じ
量
剛
に
セ
ン
タ
ー

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
、

ね
ん
り
ん

カ
ラ
ー
色
々

シ
ル
バ
ー
模
様

９
月

３
日
か
ら

２８
日
ま
で
ン
ル
バ

ー
パ
ス
一
斉
更
新
業
務
に
従
事
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
Ｊ

一れ
は
満

７０
歳
以

上
の
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

を
助
長
す
る
た
め
の
補
助
制
度
で

東
京
都
か
ら
年
間
ｍ
億
円
の
補
助
を

受
け
イ、
約

８５
万
人
の
方
々
が
利
用

し
て
い
る
と
の
由
．
因
み
に

西
東
京

市
の
特
設
会
場
に
お
け
る
更
新
者
数

は
　
平
成

２３
年
度
は
１
１
、
ｏ
８
０

人
．
平
成

２４
年
度
は
１
１
、
０
２
８
人

で
し
た
。

風
評
に
よ
り
ま
す
と

満

つ
歳
に

な
つ
た
ば
か
り
の
「山
お
姐
さ
ん
」
に
と

っ
て
は
、
奥
多
摩
ま
で
行
け
る
の
で

あ

シ
ル
バ
ー
バ
ス
は
大
好
評
だ
そ
う
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
を
奥
多
摩
デ
ビ
ュ
ー

と
言
う
の
だ
と
か
。

シ
ル
バ
ー
バ
ス
の
更
新
に
お
み
え
に

な
つ
た
方
々
は
、
一
」夫
婦
で
、
一
一家
族

の
方
に
付
き
添
わ
れ
て
、
お
友
達
と

一
緒
に
、
お

一
人
で
、
等
々
さ
ま
ざ

一よ
。必
要
な
書
類
が
不
揃
い
で
す
と
更

新
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
何
と
し
て
も
更
新
し

た
い
気
持
ち
が
先
行
し
ま
す
。

「昨
年
は
、
）
一れ
で
更
新
出
来
た
の
に
」

「本
人
に
間
違
い
な
い
の
だ
か
ら
、
更

新
を
ヽ

れヽ
は
ご
夫
婦
の
ご
主
人
が
。

奥
様
が
「足
り
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
な

い
で
し
よ
」
の
一
言
で
決
着
。

証
明
書
に
抑
円
も
払
う
の
は
腹
立

た
し
い
か
ら
と
、
自
宅
へ取
り
に
戻
ら

れ
て
再
度
お
運
び
頂
い
た
方
等
々
。

「家
内
は

昨
年
は

一
度
も
パ
ス
を
使

わ
な
か
つ
た
。
今
年
も
ど
う
か
な
？
と

は
思
う
が

連
れ
合
い
が
更
新
し
て
と

言
う
も
の
だ
か
ら
」
と
い
つ
方
も
．

最
後
に
、
「千
円
パ
ス
に
多
大
な
恩

恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
お
返
し
の
つ

も
り
で
、
東
日
本
人
震
災
復
興
義
援

金
に
応
分
の
寄
金
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

晩
年
は
斯
く
あ
れ
ば
と
思
い
つ
つ
。

（澤
口

壽
弘
）
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座
右
の
言
葉

座
右
の
言
葉
、
常
に
自
分
の
心

に
と
め
て
お
い
て
、
戒
め
や
励
ま

し
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。

私
は
今
　
鎌
倉
嘗
設
、
道
元
禅

師
が
書
か
れ
た

『
典
座
教
訓
』
の

な
か
に
あ
る
次
の
文
を
座
右
の
言

葉
の
ひ
と

つ
と
し
て
い
る
。

「ｔ
は
是
れ
吾
に
あ
れ
ず
」

Ｌ
更

に
何
れ
の
時
を
か
待
た
ん
穴
原
文

は
漠
文
〉

前
文
は
　
他
人
に
や
ら
せ
た
ら

そ
の
人
の
た
め
に
な
る
か
な
ら
ぬ

か
は
別
と
し
て
、
す
く
な
く
と
も

私
に
と

っ
て
は
、
自
身
が
汗
し
て

体
を
動
か
さ
ね
ば
私
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
。
後
文
は
、
い
つ
ど
ん

な
状
態
で
ど
ん
な
事
態
が
お
と
ず

れ
て
も
よ
い
よ
う
に
　
毎
日
毎
時

間
を
、
こ
の

一
瞬
を
大
切
に
生
き

る
　
今
や
る
べ
き
こ
と
は
今
や
ら

れ
ば
な
ら
ぬ
、
私
は
こ
う
い
う
解

釈
の
も
と
に
こ
の
二
つ
の
短
文
を

ま
と
め
て
座
右
の
言
葉
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

ご
み
ゼ

ロ
運
動
参
加
、
雑
学
大

学
で
勉
強
　
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
参

加
　
好
き
な
読
書

‥
、
身
の
文
に

あ

つ
た
毎
日
の
生
活
を
、
座
右
の

言
葉
を
念
頭
に
置
い
て
実
践
し
、

企
業
人
時
代
よ
り
も
は
る
か
に
充

実
を
感
じ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

（保
谷
町
　
樋
口
明
朗
）

本
村
靖
義
さ
ん

を
偲
ん
で

悲
報
に
接
し
た
の
は
、
８
月

‐３
日
の
午
後
で
し
た
。
長
老
の

高
寺
さ
ん
と
同
行
し
て
、
お
悔

や
み
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

告
別
式
は
１５
日
に
家
族
葬
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
は
、
平
成
１７
年
か
ら

２０
年
度
ま
で
　
理
事
と
し
て
事
業

部
会
部
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

豊
富
な
知
識
Ｌ
経
験
に
加
え
　
円

満
な
人
柄
で
Ｓ
Ｃ
業
務
の
充
実
に

多
大
の
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
適
用

へ
の
対
応

や
　
リ
サ
イ
ク
ル
班
の
移
転
先
を

エ
コ
プ
ラ
ザ
内
に
確
保
す
べ
く
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
適
正
就

業
５
年
制
限
の
制
度
確
立
と
実
施

等

々
も
木
村
さ
ん
の
実
績
の
数
々

で
す
。
ま
た
市
民
文
化
祭
に
は
、
お
得

意
の
写
真
を
展
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
事
業
部
会
な
ど
で

公
私
に
わ
た
り
ご
猜
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
お
通
夜
に
は
、
歴
代
の
車
業
部

会
長
と
、
木
村
さ
ん
と
縁
の
深
い

方

々
と
で
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
合
　
掌

（東
町
　
澤
口
壽
弘
）

自

転

車

運

転

中

の

自

損

事

故

１
　
坂
道
で
自
転
車
を
降
り
た
際
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転

倒
し
側
漑
に
手
を

つ
い
た

左^
手
首
骨
折
）
。

２
　
交
差
点
で
人
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

自
転
車
ご
と
電
柱
に
衝
突
し
た

肋^
骨
骨
折
）
。

３
　
自
転
車
を
運
転
中
、
前
輪
が
■
手
で
滑

つ
て
転
倒

（大

腿
骨
骨
析
）
。

４
　
白
転
草
を
運
転
中
、
車
道
か
ら
歩
道
に
乗
り
上
げ
る
と

き
、
段
差
で
転
倒

靱^
帯
損
傷
）
。

５
　
白
転
車
を
運
転
中
　
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒
、
教
急

搬
送
さ
れ
た
（大
腿
骨
骨
折
）
。

私
た
ち
は
、
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
の
で
す
。
自
転

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
、
サ
ド
ル
の
高
さ
は
ど
う
で
す

か
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
し
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
，　
ハ
ン
と
し
た

と
き
　
す
ぐ
両
足
て
立

っ
て
止
ま
れ
ま
す
か
。
自
分
の
日
、

一月
、
腰
　
足
の
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
余
裕
を
も
つ
て
達

伝
し
ま
し
ょ
う
。
　
　

　

（安
全
管
理
委
員
会
　
菊
池
佳
次
）

―

班

名

表
一下
―

圏
側
日
日
甲
さ
れ
た
方
々
で
す

よ
ろ
し
く
お
面
い
し
ま
す

卒
町
ふ
一
■
屁
北
　
　
，

ｍ
　
　
恭

子

泉

町

２

　

成

毛

諭

美

子

″

　

　

成

浮

佳

久

子

中

町

１

　

宇

梶

　

榮

治

浴

戸

町

１

　

渡

　

辺

　

　

仁

″

　

　

齊

麻

山

紀

子

″
　
　
　
　
上

野
　
　
友

一二

谷

戸

町

２

　

白

鳥

　

一二

郎

緑

　

町

　

中

井

不

二

夫

北
　
原
　
町
　
　
渋

谷
　
　
真
　
一

西

原

町

１

　

渡

部

　

和

諾

芝
久
保
町
２
　
　
岸
　
　
　
置

　

子

″

　

　

薄

井

　

洋

子

芝
久
保
町
３
　
　
石

井
　
　
丼
一
子

保

浴

町

１

　

星

野

ひ

き

子

″

　

　

滝

島

富

美

子

保

谷

町

３

　

澁

谷

　

次

郎

″
　

　

　

木

島

ハ

ツ

イ

富

士

町

２

　

栗

原

　

成

男

柳

沢

２

　

杉

　

　

　

　

晃

向

台

町

１

　

工

川

　

裕

患

″
　

　

　

堀

口

　

良

推

新

　

町

　

検

山

　

未

知

９
月
沐
日
付
退
会

会^
員
■
号
順
）

口

無

●

２

　

西

沢

　

秀

子

北

原

町

　

河

口

角

二

郎

田

無

町

１

　

高

橋

　

幸

江

北

原

―ｌｒ

　

伊

藤

小

太

郎

西

原

町

２

　

熊

谷

う

め

子

芝
久
保
町
３
　
　
関

根
　
　
人

雄

向

台

町

１

　

叶

内

　

雄

一

北

　

　

町

　

大

平

　

則

趾

東

　

　

町

　

一
一
岡

　

美

■

保

谷

町

２

　

佐
　

離

　

　

登

芝
久
保
町
３
　
　
小

泉
　
　
一　
男

保

谷

町

１

　

沖

山

　

無

彦

東

伏

見

　

平

林

　

暢

夫

北

原

叫

　

小

日

桐

秀

治

保

谷

町

１

　

佐

靡

　

秀

人

泉

町

２

　

森

　

田

　

　

毅

東

　

　

町

　

ホ

川

　

守

男

北
　
原
　
”
　
　
柿
　
　
　
一二
　

郎

芝
久
保
町
３
　
　
小

田

部

玄

技

南

町

１

　

山

本

　

博

義

東

　

町

　

鈴

木

　

啓

之

芝
久
保
町
２
　
　
着

木
　
　
徳

〓
一

谷

戸

町

１

　

江

橋

　

重

保

富

士

町

２

　

一
一
越

　

久

雄

北

　

叫

　

保

坂

　

孝

子

柳
　
沢
　
２
　
　
千

葉
　
　
昭

二

保

谷

町

１

　

武

藤

　

祈
［
夫

下

保

谷

１

　

一戸

田

　

義

男

キ
町
　
ひは
り
，
一北
　
　
　
一
， 　
務
“　
　
　
　
口
“　
　
一

西

原

町

１

　

右̈

瀬

　

孝

一

”

　

　

遠

藤

　

熊

雄

下

保

谷

２

　

〓

原

　

徳

訛

柳

沢

２

　

，

上

　

国

広

北

　

　

町

　

候

女

　

政

光

南
　
町
　
１
　
　
原
　
　
　
態

　

一

北

　

町

　

片

寄

　

直

子

榮
呵
　
０ば
，
，
一
一
　
　
　
Ｆ
“　
Ｆ
　̈
　
　
　
″
一　
介
´

泉

町

１

　

天

野

　

尚

之

保

谷

町

２

　

袴

口

　

健

一

柳

沢

１

　

来

原

　

裕

子

″

　

　

鴨

田

　

綾

子

″

　

　

竹

之

内

一

徳

芝
久
保
町
２
　
　
竹

谷
　
　
光

生

泉
　
町
　
１
　
　
，

　

原
　
　
　
宏

谷

戸

町

２

　

絡

方

機

人

郎

住

士
［

町

　

斉

正

　

正

雄

保

谷

町

１

　

丼

上

　

文

男

柳

沢

１

　

和

栗

　

通

”

北

　

町

　

吉

口

　

泰

久

下

保

谷

１

　

鶴

　

九

　

　

徹

ひ
ば
り
が
■
２
　
　
渡

辺
　
　
金

生

芝
久
保
町
３
　
　
龍

口
　
　
度

次

柳
　
沢
　
２
　
　
内

口
　
　
幸
　
一

ひ
げ
り
が
丘
■
　
　
久

保

谷

登
志

子

′
n囲 碁 の は な し (最終回)

ルール (―)前 回のつづき
このように、隅 辺でも石が幾つ繋がつ
ていても同じです。下図上段右 左を見て
頂ければわかると思います。
ルール (二 )

囲碁は何処へ石を置いても (石を打つと

云います)よ いのですが、打つてはいけな
い場所があり、下図下段右 左のA点です。
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田
国
圏
日
国
さ
れ
た
方
々
で
す

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

保

谷

町

１

　

星

川

　

信

夫

桝

沢

２

　

性

鷹

　

清

作

需

１

１

北
　

平

町

繁

次

郎

緑

　

町

　

山

下

シ

ズ

■

″

　

　

松

晰

　

輝

義

北
　
原
　
町
　
　
黒

万̈
　
　
一　
男

束
　
伏
　
見
　
　
石

塚
　
　
岳

志
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下
野 
沐鷹 n靡

」
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代学男次夫広人子子ワイ

芝
久
Ｉ

町

Ｂ

市

　
町
　
１

芝
久
保
町

２

●

■

町

１

緑
　
　
　
町

西

原

町

１

芝
久
保
町

１

口

乖
一
町

１

柳
　
沢
　

２

一
町
　
ひ
ば
り
が
，
ｔ

中
　
町
　
２

傷 害 事 故

に寄りすぎない。

信号のない交差点で

は一時停止および安

全を確認してから走

●する。

行中丁宇餡左側から 3～
4歳 くらいの子供が急に飛
び出してきた。ブレーキを

力■ナて止まろうとし右足を
IL面に着こうとしたが 段
差となっていたために不意

第 12回
西 東 京 市 民 文 化 祭 の ご案 内

多くの皆様のご来場をお待ちしています。

「農 示 の 部」

会  場 :柳沢公民館 (ロ ビー 視聴党
=)

開 催 口 :10月 27日 (■)～ 10月 29日 〈月) 3口 P●0

時  間 :10時～17時 (最終日 16時 )
「カラオケの部」

会  場 :こ もれびホール
(サークル SIく Aが参力|)

開催同時 110月 30日 (火)9時 40分～ 171寺
展示の部′ヽの作品展示を希望される会員は 至急刊

'

務局までお申し込みください。  (文 化事業分科会)

第12回
 西東京市民まつりへのお誘い

日 時 :11月 10曰 (J■)101キ～16'キ
11月 11日 (日 )91キ 30分～15時 30分

場 所 :い こいの森公園 (谷戸小学校ltり )
当センターは女性部会が出店します。当日はパレー

ドなどのイベン ト 出店も盛 り沢山用意されていま
す。多くの会員が市民まつりをささえていますので

ぜひお出かけください。     (事 業推進委員会 )

111月 15日 (木 )午前 930～ 111月 2日 :

I五百L曹謀「旱́ξ ll話11万じ百1

△
Ａ

男女
歩
く
会

（第
７７
回
）

☆
紅
葉

の
御
岳
渓
谷
と

そ
の
周
辺
を
歩
く

日
　
時

■
月
“
曰
（３
８
時
集
合

集
△］場
所

小
平
駅
ホ
ー
ム

下
り
待
合
室

Ｓ
Ｋ
Ａ

カ^
ラ
オ
ヶ
愛
唱
会
）

場

所

お
あ
し
す

期
日
　
時
間

Ю
月
”
口
（土
）
１３
時
～
１７
時

■
月
３
日

土^
）
１３
時
～
‐７
時

ｎ
月
‐７
曰
〈土
）
１３
時
～
‐７
時

碁
遊
会
分
ビ
ナ
ス
９
時
～
１２
時
）

Ю
月
‐６
曰
“
、
１０
月
３０
［
“

Ｈ
月
６
日
“
、
Ｈ
月
１３
日
卿

Ｈ
月
２０
日
ω

当

日
会
場

へ
お
越

し
く
だ
さ

い
。


